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野内川には、思っていたよりもいろいろな
生物がいて、生物たちがすみやすいきれ
いな川だということが分かりました。これ
からも、できるだけ水を汚さないような工
夫をし、汚れた水が流れ込まないように
努力したいと思います。

自然のままのきれいな清水川には、放流
したサケが帰ってきます。私たちは、身近
な生活の中で、ごみを少なくする工夫をし
たり、自然と接する時のマナーを守ったり
して、青森県の豊かな自然をこれからもず
っと守っていきます。

蟹田川の水質調査をすることで、川の汚
れは生活排水が関わっていることが分か
りました。ブナの植樹の体験から、蟹田川
がもっときれいになってほしいという思い
が強くなったので、自分たちができること
に進んで取り組みたいです。

飯詰川には県のレッドリストに指定されて
いるキンブナ・タナゴ・スナヤツメ等がす
んでいました。水質調査では生物がすみ
やすい中性の水であることも分かり、これ
からもたくさんの生き物がすめるような環
境にしていきたいです。

メダカや水生生物、水質の調査をしたら、
水は４段階のうちの３で、汚れていること
がわかりました。メダカは昔より減ってき
ているので、これ以上水を汚さないように
働きかけて、メダカが安心して住める環境
にしていきたいです。

清流赤石川を中心にした調査や体験を通
して、すばらしい自然を保ち続けてきた自
然の力と地域の力の偉大さを肌で感じま
した。この豊かな自然を守るため、私たち
が、今、できることを考え、小さな積み重ね
をしていきたいと思います。

学校周辺の水環境の状況を調査する活
動から、ビオトープには、メダカ・ヤゴなど
の生息が確認できました。私たちは、これ
からもビオトープの世話や観察を続け、植
物や生物が多く生息できる環境のビオト
ープにしていきたいと思います。

学校の近くにヤリタナゴという珍しい魚が
いることが分かりました。工事でヤリタナ
ゴの住み家がなくなると聞いて、引っ越し
作戦をしました。これからも、自分にでき
ることは何かを考え、ふるさとの豊かな自
然を守っていきたいです。

水生生物調査で、笹内川は大変きれいな
川だと分かりました。笹内川流域のブナな
どの広葉樹林の土壌を調べ、腐葉土が泥
の流失を防ぐ役割を果たしていることを
知りました。豊かな川は豊かな山から。笹
内川は白神山地からの贈り物です。

五感による自然環境の観察、パックテスト
や水生生物の種類による水質調査から、
広瀬川周辺の自然環境の良さを改めて実
感し、身近な自然についての関心が高ま
った。自然豊かな蓬田村を大切に思い、
自然環境の保全に努めていきたい。

水質・水辺ユニバーサル調査をしたら、今
別川はきれいだけど町の人があまり訪れ
ていないことが分かりました。そこで、川
に来る人が増えるようなアイディアを考え
ました。これからも清掃活動などの川に親
しむ行事に参加していきます。

だんぶり池に初夏と秋に生き物を観察に
行ったら、季節によって種類や数が違っ
ていることが分かりました。これからも、
だんぶり池で生き物が元気に暮らせるよ
うに環境を守り、観察を続けていきたい
と思います。

岩木川の水質調査を通して、いろいろな生
き物がいて、上流に行くほどきれいだとい
うことが分かりました。私達の村には世
界遺産の白神山地があり、豊かな自然が
たくさんあります。この自然を大切にして、
守っていきたいと思います。

『大川原の火流し』を調べて、伝統文化
の大切さ、アルカリ性温泉水の影響、舟
の材料である葦を刈り取ることは川の環
境を守ることにつながることなどが分かり
ました。これからも私たちは中野川の環
境を守っていきたいと思います。

葛川の周りには、豊かな森林があります。
森林には浄水・貯水機能があって、きれい
で豊かな水を生んでいます。私たちは、ク
リーン作戦でゴミ拾い活動をしています。
ゴミが減って、ホタルや野生動物が増える
ことが、私たちの願いです。

学校の近くを流れる平川の川下りを体験
しました。ながめるだけだった平川を身近
に見て触れるこができました。また、ゴミ
拾いや水質調査、生物調査を行ったこと
で、これからも平川や自然を大切にしてい
きたいと思いました。

学校のすぐ近くを流れる平川で、水生生
物と水質の調査をしました。平川はきれい
な川だと分かりましたが、生活排水が流
れこんでいる支流は汚れているようです。
地域に住むみんなで協力し合って、もっと
豊かな川にしていきたいです。

浅瀬石川は水がきれいでたくさんの野鳥
がいました。岸辺には野草の花が咲いて
いました。川の中ではアブラハヤの稚魚
が群れて泳いでいました。ふだん見慣れ
ている浅瀬石川の豊かさに驚きました。
地域の環境を大切に守りたいです。

勘助川にたくさんのホタルが飛ぶように､
毎年､幼虫を放流しています。川がきれい
なのは、ホタルの里推進委員会の皆さん
が、ゴミ拾いなどを行っているからなの
で、私たちも、きれいな勘助川を受け継い
でいけるよう努力したいです。

水質調査や水生生物の採集の結果、熊
原川は多様な生物がいるが、やや汚れて
いると思いました。だから、ＥＭ菌を利用
することや洗剤をなるべく流さない工夫を
することを町に呼びかけ、熊原川をきれい
にし、守っていきたいと思います。

五戸町上市川地区にある桜沼は、たくさ
んの生物が住んでいて、地域の方々が親
しむ環境も整っています。桜沼について
地域の方々はもちろん、多くの方に知って
もらい、自然と共生・共存できるようにし
ていきたいと思っています。

私たちの熊原川では、水棲生物４２種類
が確認できました。きれいな川にしかすむ
ことのできない生き物がたくさん採集でき
ました。これからも、川をきれいにするた
めに、「川のパトロール隊」をつくって、見
回りたいと思います。

学区内にある如来堂川の水辺の調査を行
いました。鮭の稚魚を放流したり、水辺の
生物を調べ、水質調査を行ったりする活
動を通して、川の実態を知ることができま
した。これからも地域の川を大切にしよう
という思いも育ちました。

道仏川の水質調査をしたら、きれいだとい
うことが分かりました。これからも、私た
ちは、道仏川を大切にしていきます。そし
て、毎年、サケの赤ちゃんが戻って来られ
るように、道仏川を守り続けていきたいと
思います。

水質や水生生物の調査により、五戸川が
汚れていることが分かりました。今後は、
この調査結果をもとに改善できるような
活動に取り組んでいきたいです。そして、
私たちの故郷を悠 と々流れる五戸川をい
つの日か日本一の清流にしたいです。

小川原湖水系の水質調査を行ったら、昨
年度と比べて、きれいになっていることが
わかりました。「宝の湖」小川原湖の水質
を守るため、清掃活動に協力する、排水
をできるだけ汚さないなど自分たちにで
きることを実践していきます。

学校のすぐそばにある田面木沼やひょう
たん池（高瀬川に続いている）の生き物と
水質について調べたら、日本でもめずらし
い生き物がいることや、残念ながら水が
汚れていることが分かりました。水を汚さ
ない生活を心がけたいです。

間木堤の豊かな自然環境は、様々な人々
の努力によって守られてきたことが分かり
ました。私たちは、地域の宝であるこの自
然を守るために、より一層間木堤にかか
わり、前のような白鳥の集う場所にする活
動にも参加したいと思います。

蔦六沼・秋の観察では、森には落ち葉が
積もり、キノコの生えた枯れた木がありま
した。それらが時間をかけて土に変わり、
水をきれいにする事を教えてもらいまし
た。森の自然を守る事が、川の水を守るた
めにも必要だと思いました。

清水目ダムから野辺地川へ流れている水
の中には、小さな魚の群れや生き物がたく
さんいました。川にすむ生き物のために
も、農業用水として使用するためにも、水
を汚さないということが大切だと思いまし
た。 

七戸川をいかだに乗って川下りをしまし
た。七戸川の中流は流れが緩やかで、の
んびり下ることができました。七戸川は思
ったよりきれいで、十分に楽しめました。
このきれいな川をいつまでも大切にしてい
きたいです。

水質・水生生物調査の結果、神田川はき
れいだということが分かりました。これか
らもこの環境が続いていくように、これま
で以上に十和田湖を汚さないように気を
つけていき、神田川のクリーン活動も続け
ていきたいと思います。

古間木川では、汚れた水を生物が浄化し
ているため、下流にいくにつれてきれいに
なっていることが分かりました。だから、
浄化してくれる多くの生物が住める川にな
るよう汚い家庭排水をあまり出さない取り
組みをしていきたいです。

絶滅危惧種のシモリガモや、人工放流し
ないでも遡上してくるサケなどの生き物を
調べて、易国間川はきれいだということが
分かりました。このことをまとめたパンフ
レットを作ったので、多くの人に、この川の
良さを知ってほしいです。

牛滝川の生物調査を実施したところ、カ
ワゲラやヘビトンボなど階級Ⅰの指標生
物を多数発見し、牛滝川はきれいな水質
であることが分かりました。サケの遡上も
見られるこの自然豊かな環境を壊さない
ように牛滝川を守っていきたいです。

サンショウウオ発見を目標に調査をして、
奥戸川の水生生物の豊富さや水質のきれ
いさに気づきました。これからは、川を守
るために私たちができる活動をしたり、釣
り人や地域の人に奥戸の自然についてＰＲ
したりしていきたいです。

田名部川水系の小川の水生生物調査か
ら、水質はとてもきれいなことが分かりま
した。流域に人家や畑などがなく森林に
囲まれているためと思われます。近年、森
林伐採が進み水質が低下しているので、
森林も保護していきたいと思います。

村内数カ所の川の水質調査の結果、東通
村の水はきれいだということを知りまし
た。その水を生かして、村の農業や漁業が
営まれていることを調べ、「村の水や自然
を大切にしよう」という地域の人々の願い
や取り組みが分かりました。

学区内のホタル村役員の方から、ホタル
がすむことのできる水辺環境について学
びました。また、ホタルの幼虫を育てて放
流し、７月のホタル祭りで無数に飛び交う
成虫を見ました。地域の自然をこれからも
大切に守っていきたいです。

※地図上の●囲み数字は、小・中・高等学校の
　プロジェクト校の位置を示しています。
　　　　　○



ふるさと青森の自然を守り続けたい‥‥ 

「青い森水辺に学ぶプロジェクト事業」は、

そんな想いから生まれました。 

この全県マップは、事業に協力してくれた

小・中・高等学校４５校のプロジェクト校の

調査・研究結果をもとに作成しています。 

青い森水辺の自然と歴史の物語

青森県教育委員会青森県教育委員会

平成22・23年度 青い森水辺に学ぶプロジェクト事業平成22・23年度 青い森水辺に学ぶプロジェクト事業

全県マップ全県マップ全県マップ

調査・研究活動に取り組んだプロジェクト校調査・研究活動に取り組んだプロジェクト校

№ 学 校 名 テーマ № 学 校 名 テーマ

１ 青森市立東陽小学校 自然 ２４ 六戸町立六戸小学校 自然

２ 平内町立東小学校 歴史 ２５ 横浜町立南部小学校 自然

３ 外ヶ浜町立蟹田小学校 自然 ２６ 東北町立甲地小学校 自然･歴史

４ 今別町立今別小学校 自然 ２７ 六ヶ所村立平沼小学校 自然

５ 蓬田村立蓬田中学校 自然 ２８ むつ市立第一田名部小学校 自然

６ 五所川原市立飯詰小学校 自然 ２９ 大間町立奥戸小学校 自然

７ つがる市立育成小学校 自然 ３０ 東通村立東通小学校 自然

８ 鰺ヶ沢町立西海小学校 自然 ３１ 風間浦村立易国間小学校 自然

９ 深浦町立いわさき小学校 自然 ３２ 佐井村立牛滝小学校 自然

１０ 板柳町立板柳北小学校 自然 ３３ 八戸市立白銀南中学校 自然

１１ 鶴田町立富士見小学校 自然･歴史 ３４ 三戸町立斗川小学校 自然

１２ 弘前市立小沢小学校 自然 ３５ 五戸町立上市川小学校 自然

１３ 西目屋村立西目屋小学校 自然 ３６ 田子町立上郷小学校 自然

１４ 黒石市立東英小学校 自然･歴史 ３７ 南部町立名久井小学校 自然

１５ 平川市立・川小・中学校 自然 ３８ 階上町立道仏小学校 自然

１６ 藤崎町立藤崎小学校 自然 ３９ 新郷村立新郷中学校 自然

１７ 大鰐町立長峰小学校 自然 ４０ 青森県立三本木農業高等学校 特定地域

１８ 田舎館村立田舎館小学校 自然 ４１ 青森県立五所川原農林高等学校 特定地域

１９ 十和田市立十和田湖小学校 自然 ４２ 青森県立青森東高等学校 特定地域

２０ 三沢市立上久保小学校 自然 ４３ 青森県立弘前中央高等学校 特定地域

２１ 野辺地町立野辺地小学校 自然 ４４ 青森県立木造高等学校深浦校舎 特定地域

２２ 七戸町立天間東小学校 自然 ４５ 青森県立三沢高等学校 特定地域

２３ おいらせ町立下田小学校 自然･歴史

参加児童・生徒 ２年間で延べ ２,３５８人

プロジェクト校の取組 と 報告会
○小・中学校（３９校） ○高等学校（６校）

テーマ１：河川・湖沼の自然物語 テーマ３：青い森水辺の環境 特定地域調査

－私たちの豊かな自然のふるさと自慢－ 特定地域として指定された青森県の河川・湖沼につい

テーマ２：河川・湖沼の歴史物語 て、各学校ごとに独自のテーマ（研究課題）を設定し、

－これまで果たしてきた役割とは－ 科学部等の活動として、より専門的に調査・研究活動に

以上の２つのテーマから選択して、各学校ごとに更 取り組みました。

に独自のテーマを設定し、理科の授業や総合的な学習 夏季休業中の現地調査や、大学教授を講師とした勉強

の時間等の授業時間を活用して、熱心に調査活動に取 会の開催など、熱心な取組がなされました。

り組みました。

◇『青い森水辺を守る環境サミット』

２年間の調査・研究活動の成果を発表し合う報告会（環境サミット）を平成２３年１１月１５日（火）に開催

しました。パネリストとし

て佐々木副知事にも出席し

ていただき、「ふるさとの

環境を守るために自分たち

にできることは何か」「私

たちは、何をしなければな

らないのか」ということに

ついて話し合いました。

あなたの身近にある川や湖を
　　　　　　　　　　調べてみましょう!
～考えてみよう　今までのこと　これからのこと～

※「川」は、地域の自然環境に応じて、沼や湖、沢などに読みかえてください。

自然「きれいな川には、どんな生き物がすんでいるでしょう？」

歴史「川には、どんな歴史があって、人々のくらしと、どうかかわって
いるのでしょう？」

◇参考となる主な資料
「まもろう みんなの地球 わたしたちのふるさと」：青森県・秋田県・岩手県
「環境公共とっておき水循環区マップ」：青森県農林水産部
「環境白書」：青森県
「環境教育指導資料（小学校編）」：国立教育政策研究所教育課程研究センター
「こども環境白書」：環境省
「図で見る 環境白書 循環型社会白書／生物多様性白書」：環境省
「水辺のすこやかさ指標（みずしるべ） みんなで川へいってみよう！」：環境省
「授業に活かす環境教育 －指導計画事例集－」：環境省

トビケラ（幼虫）

の仲間

祭り・伝統行事

水車 記念碑（きねんひ）

農業 公園漁業

サワガニ カワゲラ ヘビトンボ（幼虫） アミカ

水害（こう水） 水力発電所

あなたの身近にある川や湖を
　　　　　　　　　　調べてみましょう!
～考えてみよう　今までのこと　これからのこと～

　多くの皆さんが、水辺（河川・湖沼など）に親しみ
私たちを含めた生き物と水との関係について考え
ふるさと青森の美しい自然が、いつまでも大切に
守り続けられることを願っております。

　多くの皆さんが、水辺（河川・湖沼など）に親しみ
私たちを含めた生き物と水との関係について考え
ふるさと青森の美しい自然が、いつまでも大切に
守り続けられることを願っております。

青い森水辺の自然と歴史の物語～高等学校編～ ●40青森県立三本木農業高等学校

●41青森県立五所川原農林高等学校

●42青森県立青森東高等学校

●43青森県立弘前中央高等学校

●44青森県立木造高等学校深浦校舎

●45青森県立三沢高等学校

砂土路川支流 調査沢Ａ～Ｄ

１目的

上北地方におけるニホンザリガニの南限は、七戸町と言われている

が、私たちの学ぶ十和田市にもニホンザリガニが生息しているか調査

を行った。

２地域（河川・湖沼）

中野川支流候補沢①②（七戸町）

砂土路川支流調査沢Ａ～Ｄ（十和田市）

３方法と内容

フィールドワークを中心にニホンザリガニの生息調査を行った。

４主な成果

中野川支流候補沢①②

昨年からの継続調査で二ホンザリガ

ニを確認することができた。個体数、

大きさとも昨年を上回った。

調査沢Ａ

養殖場の排水か？

調査沢Ｂ

支流脇の湧水部

調査沢Ｃ

農道脇の沢

調査沢Ｄ

梅集落内の用水路

まとめ

今回の調査では、残念ながら十和田市でニホンザリガニの

生息を確認することはできなかった。七戸町の継続調査では

昨年よりも多くの個体を確認することができた。

調査・研究テーマ

十和田市周辺におけるニホンザリガニの生息調査

水質調査の結果（単位:mg/L）

ＣＯＤの数値が高いことから、水中に有機物が多いことが

わかった。リン酸の数値が下流に行くに従って上昇しており、

汚れが川に流れ込んでいると考えられる。

まとめ

１目的

津軽の母なる川である岩木川と日本海をつなぐ十三湖にスポット

を当て、十三湖の歴史や川と湖の水質調査の結果から、十三湖と人々

の関係を考察する。

２地域（河川・湖沼）

十三湖大橋～乾橋までの間の５カ所で水質調査をする。

調査場所：十三湖大橋・津軽大橋・神田橋・三好橋・乾橋

３方法と内容

（１）十三湖の歴史：民俗資料館で調査

（２）水質調査：パックテストによる調査

４主な成果

（１）歴史調査

十三湖周辺は安藤氏により外

国と貿易をして非常に栄えてい

た。

（２）水質調査

十三湖大橋～乾橋までの結果は次の通りである。

調査・研究テーマ

岩木川河口・十三湖の歴史・自然・産業について乾橋三好橋神田橋
津軽

大橋

十三湖

大橋

リン酸0.020.050.050.10.2

硝酸 1 1 1 0.50.5

亜硝酸0.0050.020.020.010.01

ｱﾝﾓﾆｳﾑ0.20.20.20.20.5

ＣＯＤ８以上８以上８以上８以上８以上

ｐＨ6.86.86.96.56.7

水質調査では、下流に進むにつれて徐々に汚れが進むこと

がわかった。今後も岩木川の環境保全の重要性について訴え

ていきたいと考えている。

１目的

十二湖の自然環境を自分の手で調査することで、身近な水辺の

環境についての知識を高める。十二湖周辺の植生と水質との関連

性について考察し、十二湖生態系の仕組みに関する理解を深める。

２地域（河川・湖沼）

津軽十二湖群の越口の池水系と落口の池水系

３方法と内容

水系湖群のリター(落ち葉・種子など)を回収するためにトラッ

プを設置し、トラップ内に落ちてきた落葉、種子、花、芽鱗(芽や

葉を包んでいる鱗状のもの)などの構成比や乾燥重量を測定する

ことで、周辺環境を調査した。

４主な成果

白神山地を代表するブナが多

くの地点に観察されるであろう

という予想のもと、現地調査を

行った。結果、予想に反しブナ

以外の多くの樹種が生えている

ことがわかった。また、トラップを設置した２地点を比較すると、観察さ

れる植物の種類が大きく異なることがわかった。（上グラフ参照）

十二湖を散策した印象ではどの場所

でも同じような景観が広がっているよ

うに思われたが、実際にデータ化する

ことによって、目に見えない植生の違

いを確認することができた。

まとめ

調査・研究テーマ

世界遺産白神山地の麓にあり、青森を代表する十二湖の植生と

水辺環境との関連性について調査する。

・十二湖に流れる河川には大量の落葉が観測され、ブナ以外に

も様々な種類の植物が生息している。

・場所によって生息する葉の種類が大きく異なる。

●ｐＨの値から

上流域が高く、下流域が

低い。下流域になるほど生

てれさ和中てっよに水排活

的目 １

岩木川の上流域から下流域までの、水質調査と水辺の環境調査

いくからだと考えられる。

を行い、自然環境の状況を知る。●ＣＯＤの値から

域流下でいれきが域流上
）沼湖・川河（域地 ２

岩木川上流域（暗門川）から下流域（十三湖）まで
に行くにしたがってが汚れ

ていくことがわかる。ＣＯ

３方法と内容
Ｄは暗門の滝から幡龍橋ま

ＣＯＤやアンモニウムイオン濃度、硝酸イオン濃度などを、
で少しずつ上昇していくが、

パックテストにより調査する。また、モール法により塩化物イオ
五所川原大橋ではわずかに

ン濃度を求める。川辺の散策で、動植物の調査を行う。
減少する。

４主な成果まとめ(※左は22年、右は23年の値である)
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調査・研究テーマ

岩木川の水質・環境調査

ニホンザルや自然のブナ林などが観察され、本来の自然の姿があ 流中、たま。るいてし化悪ややが質
る。十三湖のシジミ貝調査では、採集したシジミ貝を分析した結 よに響影の水排活生はで域流下や域
果、全てヤマトシジミであった。今後もタイワンシジミなどの外 っかわがとこくいてっ濁に々徐、り
来種が繁殖していないか採集を続けたい。岩木川流域の水質調査 し少のんほは合具れ汚、しかし。た
を継続的に続け、情報の発信を行うことで水質の悪化を防ぎ、安 たいてれわ言前以、らかとこるあで
全に水辺に親しめる場所にしていきたい。 。だうよいなはでれ汚いどひどほ

岩木川上流域（暗門川）の水質は非常にきれいである。目屋ダ　岩木川上流域は、白神山地の玄関口でもあり、多くの観光客が

ムより下流域では水が濁り生息する生物も変化することから、水訪れ、豊かな自然の景観を楽しむ場所である。上流域では野生の

＜水質調査結果＞平成２２年８月～９月調査

⑤は生物室の水道水、⑥は学校近くの河川水である。

＜合浦公園に特徴的だったプランクトン＞

アナベナミクロキスティス

（藍藻類）（藍藻類）

まとめ

１目的
青森市民に馴染みのある４ヶ所の沼やビオトープについて、水質と

生息プランクトンに関する調査を行い、身近な水辺の環境と生物との
関係を知る。

２地域（河川・湖沼）
①メダカ郷和国（青森市戸山）
②リバーランド沖館（青森市三内）
③合浦公園（青森市合浦）
④ホタルの里（青森市細越）

３方法と内容
＜水質調査の調査項目＞ＤＯ（溶存酸素）、ＣＯＤ（化学的酸

素要量）、ＮＨ４（アンモニウム）、ＮＯ２（亜硝酸）、
ＮＯ３（硝酸）、ＰＯ４（リン酸）、ｐＨ（水素イオン濃度）

＜生息プランクトン＞プランクトンネットでサンプリングし、
学校に持ち帰ってから顕微鏡・実体顕微鏡で観察・同定

４主な成果
メダカ郷和国は他の調査地と異なり、ＤＯが比較的低く、ＮＯ２や

ＰＯ４の値が高かった。近年、自生メダカが激減した原因の一つかも
しれない。リバーランドは予想に反して特に悪い水質ではなかった。
山里的な環境のホタルの里は予想通り良好な水質であった。合浦公園
は予想通り水質が悪く、他の調査地よりＮＨ４とＮＯ３が高い値を示
した。プランクトンの生息状況では、合浦公園で藍藻類のアナベナと
ミクロキィスティスが多く見られた。これらはアオコの主な原因とな
るプランクトンとして知られている。外観でも合浦公園の水が一番濁
っており、プランクトンレベルでも水質の悪化が確認できた。

調査・研究テーマ

身近な水辺の水質と生息プランクトンについて

４ヶ所の調査地では極端な水質汚染は見られず、生息す

るプランクトンは多種多様であった。濁りの強い合浦公園

には、アオコの原因となる藍藻類のアナベナやミクロキス

ティスが特徴的に見られた。

藍藻類は、地球上で２７億年も前から光合成と窒素固定

をして現在の生態系を築いてきた生物である。彼らの特性

を上手に利用して、現在の地球が抱える様々な環境問題を

解決する糸口を見つけたいと感じた。これからも、身近な

環境というものを考える姿勢を持ち続けたい。

調査・研究テーマ

　②八甲田山中にある赤沼の水質の経年変化・生息する生物

八甲田山中にある赤沼の環境調査

～地域の水資源の利用について考える～

１目的
・昭和３９年から行っている赤沼の水質調査をし、経年変化

から環境変化について調べる。

２地域（河川・湖沼）
赤沼、小川原湖、十和田湖、古間木川

・赤沼と他河川・湖沼の水質と用途を比較する。

赤沼の写真

３方法と内容
・水質分析計・ＲＱフレックス（吸光度計）や滴定法により、

　③赤沼・十和田湖・小川原湖・古間木川の水質と水利用の比較

採水試料の水質の比較を行う。
・プランクトンネットによる生物の調査。

４主な成果
①勉強会・施設見学

元自然科学部顧問工藤英明先生を招いての勉強会

まとめ

八戸市下水処理場の見学

・赤沼では明確な大気汚染・地球温暖化の影響は見られない。

しかし、電導度がわずかに上昇しているので、測定を続けてい

北里大学眞家永光先生を招いての勉強会きたい。

青森河川国道事務所水質検査室の見学・水質により河川・湖沼の利用状況が異なることが分かった。

北里大学獣医学部水環境研究室の見学・今後も赤沼の調査を続け、環境変化に注目していきたい。

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｓ39Ｓ44Ｓ50Ｓ55S60H5H10H15H20H23

水温（°Ｃ）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Ｓ39Ｓ44Ｓ50Ｓ55S60H5H10H15H20H23
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葛


